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警告：合計が違います
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福島教員 千葉教員B
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

5 - - - - - - - 4 ＊ (C) 4 0 1 2 3 4 0

6 ＊ 0 0 0 0 3 2 3 5 ＊ 9 0 4 1 2 7 0

7 ＊ 10 1 3 1 2 8 2 6 ＊ 3 0 1 1 1 14 1

16:04 － 34:53 －－ － 38:26 39:5439:47 39:47
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－ －
OT1 OT2 １Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

有 馬 智 美

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

林 佳代子

－

水 野 真 理

選　手　氏　名 選　手　氏　名

松 原 真 帆

森 谷 友 香

建 部 弘 美

－
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7 ＊ 10 1 3 1 2 8 2 6 ＊ 3 0 1 1 1 14 1

8 - - - - - - - 7 7 0 1 5 3 7 4

11 ＊ 19 3 4 2 5 8 1 8 ＊ 14 0 7 0 2 3 3

12 - - - - - - - 9 ＊ 8 1 2 1 1 3 1

13 ＊ 7 0 1 5 2 8 2 10 2 0 1 0 2 1 0

14 - - - - - - - 11 2 0 1 0 0 3 0

15 ＊ (C) 8 2 1 0 4 1 2 12 7 1 2 0 2 3 0

16 - - - - - - - 13 0 0 0 0 1 3 0

17 5 1 1 0 2 3 1

石 河 宏 美

藤 田 真由美

千 田 ひろみ

松 林 久留美

越 川 瑞 紀

渋 谷 美 保

吉 田 奈津紀

佐々木 香 代

水 野 真 理

関 口 志 保

山 崎 友 紀

福 本 ゆり子

小 島 杏 菜

建 部 弘 美

内 藤 可奈子

野 口 祐 子

佐 藤 仁 美
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17 5 1 1 0 2 3 1

18 - - - - - - -

49 7 10 8 18 30 11 56 2 20 10 17 48 9

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

山 口 昭 子

合計 合計

コーチ佐久間 仁 徳

戦 評

コーチ 三 好 左希子

佐 木 香 代
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戦　　評
福島はハーフコートマンツーマン。千葉Bは2－1－2ゾーンディフェンスでスタート。福島は＃11と＃15を中心にドラ

イブインや3Pで得点をする。対する千葉Bはパスミスが続くなど精彩をを欠き、オフェンスリバウンドをものにするも

シュートがことごとく入らず12－9の福島リードで1Q終了。2Q、福島は＃11にボールを集め3Pやリバウンドからの速攻で

得点を重ねる。千葉Bは選手交代を繰り返し、ディフェンス形態を変化させながら流れを引き寄せようと3Pやインサイド

で攻め、26－25で2Q終了。3Q、千葉Bはパスカットからの速攻で得点を重ね、福島は＃13が立て続けにインサイドで

ファールをもらいフリースローを決めるなど、互いに譲らず一進一退の攻防が続いた。37－39と千葉Bが逆転し3Q終了。

4Q、千葉Bは2－2－1プレスディフェンスを仕掛け＃8の闘志溢れる激しいチェックからボールを奪い速攻で連続得点をし

た。このまま流れは千葉Bへいくかと思われたが、福島はリバウンドからの速攻や3Pで応戦し、残り2分で逆転。残り1分、
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記載者 藤田　卓也 （所属） 山口県バスケットボール協会

福島はハーフコートマンツーマン。千葉Bは2－1－2ゾーンディフェンスでスタート。福島は＃11と＃15を中心にドラ

イブインや3Pで得点をする。対する千葉Bはパスミスが続くなど精彩をを欠き、オフェンスリバウンドをものにするも

シュートがことごとく入らず12－9の福島リードで1Q終了。2Q、福島は＃11にボールを集め3Pやリバウンドからの速攻で

得点を重ねる。千葉Bは選手交代を繰り返し、ディフェンス形態を変化させながら流れを引き寄せようと3Pやインサイド

で攻め、26－25で2Q終了。3Q、千葉Bはパスカットからの速攻で得点を重ね、福島は＃13が立て続けにインサイドで

ファールをもらいフリースローを決めるなど、互いに譲らず一進一退の攻防が続いた。37－39と千葉Bが逆転し3Q終了。

4Q、千葉Bは2－2－1プレスディフェンスを仕掛け＃8の闘志溢れる激しいチェックからボールを奪い速攻で連続得点をし

た。このまま流れは千葉Bへいくかと思われたが、福島はリバウンドからの速攻や3Pで応戦し、残り2分で逆転。残り1分、

千葉B＃8のリバウンドからシュートを決め逆転。しかし福島も＃13がリバウンドから決め再び逆転。残り26秒、千葉B＃

5の速攻からのレイアップシュートでカウント1ショットをもらい、それを確実に決め、福島もラストチャンスを決めき

れず万事休す。49－56で激しい接線を千葉Bがものにした。千葉Bは前試合に引き続き接戦をものにする勝負強さを見せ

た。
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